
事 業 名 称 空き家利活用（民泊推進）による地域活性化事業 

事 業 主 体 名 特定非営利活動法人かけがわランド・バンク 

連 携 先 掛川市 

対 象 地 域 掛川市 

事 業 の 特 徴 

・昨年度事業により得た、調査手法を用いた空き家調査。 

・使用可能な空き家情報及びその所有者の意向を確認。物件のＨＰ公開。 

・貸したい側と借りたい側のマッチングを図るセミナー開催 

・民泊創業マニュアル、建築チェックリストの作成 

・新規の民泊事業者の発掘の為の活動を行う。 

成 果 

① 既存の民泊事業者への取材、ＨＰでの公開 

② 民泊事業創業マニュアル、建築チェックリスト（静岡県掛川市版） 

③ 貸したい側（所有者情報）と借りたい側（事業者情報）を結びつける場の提供 

「民泊のすすめ」空き家の問題解決セミナー開催 

成果の公表先 
NPO 法人かけがわランド・バンクのホームページで公開（pdf 版はﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可）

https://kakegawa-lb.jp/press_release/2599/ 

 

１．事業の背景と目的 

当団体及び掛川市では協働で活動する中で、空き家問題の解決策として、特定空き家候補の除却という面

では結果が出せている状況である。しかし、利用可能な空き家については、明確な解決手法を見いだせてい

ない。数ある解決手法から民泊を選択、集中することで、空き家問題の利活用での解決の道筋を見いだすと

ともに地域の活性化に繋げたい。最終的に、民泊事業への事業者の参入を促すことから、横の連携も深め、

相乗効果として交流人口の増加につなげる事を目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

【フロー図】 

 

 

 

① から作業を始め、⑦ の民泊創業セミナーまで開催終了（R2.2.19） 

⑧ の開業及びネットワーク作りは、次の段階の目標として設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 民泊事業の情報公開 

② 空き家調査・意向調査実施

③ 空き家物件情報公開（掛川市版空き家バンク） 

④ 民泊事業創業マニュアル作成・公開

⑥ 民泊事業 創業希望者募集（事業者） 

⑤ 空き家活用希望者（所有者） 

⑦ 民泊事業セミナー 



【役割分担表】 

 

 

 

【進捗状況表】 

 

ステップ 取組内容 具体的な内容（小

項目） 

令和元年度 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

対応準備 ① 民泊事業者

情報公開 

地域の実情公開         

② 空き家調査・

意向調査 

空き家調査         

意向調査         

③ 空き家情報公

開 

ＨＰでの公開         

④ 民泊創業マニ

ュアル 

分類・諸手続き         

建築チェックリスト         

相談 ⑤ 事業者募集 チラシ作成・ポス

ティング、FB 広告

     ◌   

⑥ 所有者募集      ◌   

提案 ⑦ セミナー開催 民泊啓発         

実施 ⑧ 開業 ネットワーク作り         

 

 

 

 

取組内容 具体的な内容（小

項目） 

担当者（組織名） 業務内容 

①民泊事業情報公

開 

地域の実情公開 丸山・長濱 

（かけがわＬＢ） 

現状、民泊事業を行っている事業者への取

材・公開 

②空き家調査・意向

調査 

空き家調査 

 

丸山（かけがわＬＢ）

倉真地区まちづくり

協議会 

空き家の実態調査 

 

意向調査 酒井（かけがわＬＢ） 空き家所有者の意向調査 

③空き家情報公開 ＨＰでの公開 酒井（かけがわＬＢ） 掛川版空き家バンク 

④民泊創業マニュア

ル作成・公開 

分類・諸手続き 丸山・酒井 

（かけがわＬＢ） 

簡易民宿、静岡版農家民宿、民泊の分類・

手続等 

建築チェックリスト 村松（かけがわＬＢ） 建築法規、設備、耐震等のチェックリスト 

⑤ 事業者募集 チラシ作成・ポステ

ィング、FB 広告 

丸山（かけがわＬＢ） 事業者募集、空き家利活用希望者募集 

⑥所有者募集 

⑦民泊事業セミナー 民泊啓発 

開業サポート 

丸山（かけがわＬＢ

各専門家） 

既存事業者の声 

各専門家からの支援 

⑧開業 ネットワーク作り 長濱（かけがわＬＢ） 事業間のネットワーク作り 



（２）事業の取組詳細 

①民泊事業情報の公開 

新規に民泊事業を創業しようかと検討する事業者にとっても、空き家を民泊事業者向けに提供しようかと考

える空き家所有者にとっても、実際に、地域で既に民泊事業を行っている事業者からの情報は、かけがえの

ない貴重な情報源である。 

当地域にも既存の民泊事業の実践者が 2 名おり、その 2 名について取材をさせて頂くこととした。その生の声

をお届けする記事を NPO 法人かけがわランド・バンクのホームページで公開した。 

https://kakegawa-lb.jp/press_release/category/lodging/ 

【取材１】 

写真 1                          写真 2 

   
（写真 1） 農業×ｹﾞｽﾄﾊｳｽ×ライター×ｺﾐｭﾆﾃｨﾏﾈｰｼﾞｬｰ 長濱氏 

（写真 2） ゲストハウス「どこにもない家」 

取材ではこんなことを語ってくれました。 

・ゲストハウスの運営は「仕事」という感覚ではない 

・自分たちの価値観をベースにゲストハウスを作る 

・集客、利益、価値観のバランスの取り方   など 

【取材２】 

写真 3                              写真 4 

   

（写真 3）農家民宿×ＮＰＯ事務局 山田氏 

（写真４）農家民宿「旅ノ舎」 

取材ではこんなことを語ってくれました。 

・地域の受け皿を作り、地域の仲間と一緒に広げていきたい 

・地域の人たちにとってプラスになる環境をもっと広げていきたい 

・地域との関わりを何よりも大切にすること  など 



② 空き家調査・意向調査 

民泊による地域活性化を展望する地域で空き家調査を行い、民泊用に使用できそうな物件の掘り起こ

しを行った。また、この調査で出てきた物件に加え、昨年度までに調査した空き家所有者にも、民泊

利用も含めた、賃貸、売買の意向調査を実施した。 

 

空き家調査 令和元年 12 月 13 日 9 時～15 時 

調査地区名 掛川市倉真地区 

集合場所  倉真地区地域生涯学習センター 

参加者   倉真地区まちづくり協議会 横地静雄 会長 

      ＮＰＯ法人かけがわランド・バンク 丸山、村松、高野、長濱 

調査方法  昨年度事業の空き家調査マニュアルの手法で行った。 

【参考アプリ】 Ｓｕｒｖｅｙ１２３ｆｏｒ ＡｒｃＧＩＳ（ｉＰｈｏｎｅ画面）写真 5,6,7 

写真５    写真６    写真７ 

  

物件調査  倉真地区まちづくり協議会 横地会長の案内で、物件を調査（９物件）写真 8，9，10 

写真８    写真 9    写真 10 

   

意向調査の実施 

表 1 

個人情報取り扱いのトラブル防止の為、書面（表 1）でのホームペー

ジ公開の同意を取り付けてから掲載を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 空き家情報の公開 

意向調査の結果、書面でホームページへの掲載に同意いただいた方の掲載を行う。10 物件をホームペ

ージ上で公開中。（建物９、土地のみ１）写真１１ 

https://kakegawa-lb.jp/estate_information/ 

写真１１ 

 

 

ＨＰでの物件公開（写真１１）後の反応（Ｒ2.2.25 時点） 

・賃貸及び売買物件の問い合わせ ２１件（本公開後２件増） 

その他、情報公開活動 

・2 月 19 日 民泊セミナーにて物件紹介 

・2 月 23 日 静岡県主催の移住体験バスツアーで 2 件を物件紹介 

 

 

 

 

④ かけがわ民泊創業マニュアル・建築チェックリストの作成  

便宜上、民泊としてひとくくりに表現しているが、事業の形態により、関連法律も許認可内容も異な

る為、一般にはわかりにくいのが現状である。初めて関わる方にも理解できるよう、イラストやキャ

ラクター設定も交えて、理解しやすい創業マニュアルとした。静岡県独自基準もあるため、行政の担

当課に出向き、内容の確認を行いながらの作成となった。 

また、民泊を始める上で、建物選びも重要である。今回は、空き家を使っての民泊推進である為、そ

もそも、営業許可が下りる場所なのか、また、建物の耐震性、設備の老朽化など、後々想定外の費用

が発生し、事業計画が狂わないように、見極めることも、創業のしやすさを図るうえで大事な要素と

なる。スタートアップ時の建物のチェックリストをメンバーの一級建築士と相談しながら作成した。

より、簡易に取り組んでいただくために、チェックリスト改め、問診票と表現し、簡単な言葉遣いや、

内容に心掛けた。 

今後、印刷した製本の配布、ＨＰ等での一般公開を行い、民泊事業の創業者が増えるよう努める。 

 



かけがわ民泊創業マニュアル（全１８ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築チェックリスト（問診票） 

 



⑤ 事業者募集 

⑥ 所有者募集 

チラシを作成し、事業者、所有者候補者へ、民泊事業を認知させ、セミナーへの誘導を図った。 

チラシのタイトルは、一見して興味が湧いて頂くことと、負のイメージの空き家問題が重くなりすぎ

ず、気軽に参加していただけるよう配慮しながら制作した。 

チラシデザインは、NPO 法人かけがわランド・バンクで運営するコワーキングスペースに出入りする

フリーランスに協力を仰ぎ、それぞれの得意分野を生かし製作頂いた。 

製作部数 ５００部（資料１） 

ポスティング（メンバーにて中心市街地に配布） 

 

資料 1 

 



⑦民泊事業セミナー 

民泊事業とひとくくりにしているが、事業場所などにより適する形態が異なる。 

セミナーでは、まちやど型、中山間地型、副業型の代表者に登壇いただき、それぞれの事業についてご紹介

いただく事とした。 

また、静岡県の農泊担当部署より、情報提供を頂き、官民一体での取り組みとしてアピールした。 

会場は、掛川を代表する大日本報徳社 大講堂での開催とし、報徳思想の至誠・勤労・分度・推譲を感じて

頂き、空き家に対しても推譲の精神でご提供頂く事を期待した。 

 

日時 令和２年２月１９日（水）１４時～１７時 

会場 大日本報徳社 大講堂（写真１２） 

 

写真１２ 

 

https://www.houtokusya.com/ 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真１３                  写真１４ 

  
講師 1 まちやど型 

（一社）日本まちやど協会 代表理事 宮崎様 

 「まちを一つ の宿と見立て宿泊施設と地域の日常をネットワークさせ、まちぐるみで宿泊客をもてなす こと

で地域価値を向上していく事業」を紹介 

写真１５                     写真１６ 

 

講師 2 中山間地型 

体験型古民家宿「旅ノ舎」 山田様 

過疎化の進む旧東海道宿場町近くの中山間地域で地域と関わり合いながら事業運営する事例を紹介 

写真１７                     写真１８ 

 

講師３ 副業型 

ゲストハウス「どこにもない家」 長濱様 

 ゲストハウス以外に、ライター、農業、コミュニティマネージャーなどの肩書をもつ。自宅を活用した副業型の

民泊事業を紹介。新しい働き方の提案も頂く。 

 



写真１９ 

 

静岡県中遠農林事務所 地域振興課 橋本氏 

農泊担当 

県からの情報提供や窓口紹介を行なって頂いた。 

 

写真２０ 

 

セミナー終了後の交流会の様子 

交流会を準備することで、今後につながる横のつながりができた。 

出席者は、掛川市内に留まらず、静岡県全域からの参加者となった。 

 

 

参加者数は４５名 

講師都合もあり平日開催となったが、民泊への注目度の高さが伺える集客状況となった。 

近隣住民の参加を期待していたが、近隣住民よりは、広域での事業意欲の高い参加者が多かったよう

に感じた。 

 

 

 

 

 

 

 



 

資料３ 

 配布資料として、資料３のアンケート用紙を準

備した。 

セミナーを何で知ったか、セミナーの感想、今後

ほしい情報についての設問とした。 

 回収アンケートの一部を下記、資料４、資料５

として添付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４                   資料５ 

 



（３）成果 

① 既存事業者への取材及びホームページ公開 

既存事業者の情報公開により、地域の民泊事業へ興味がある事業者の判断の後押しになる取り組みと

なった。また、この取材を通して、既存事業者と当団体が発掘し新たな事業者となるものの地域連携

の必要性、先の協議会設立が見えてきた。個人ではなく、チームで誘客できる仕組みづくりも、今後

の課題であるが、そのベースとなる関係性の構築につながった。 

 公開 HP https://kakegawa-lb.jp/press_release/category/lodging/ 

 

 

 

 



 ② 民泊事業創業マニュアル、建築チェックリストの作成 

複雑な関連法規を解りやすくまとめ、初期に必要な情報が網羅されたマニュアルの作成ができた。 

同様に、民泊事業のスタートアップ時に、建物の選定の基準となるチェックリストを作成。 

この２つの指標で、新規創業者がスタート時の情報整理に役立てていただくとともに、事業計画の立

案につなげて頂きたいと思う。ポイントは複雑でわかりにくい内容を、キャラクターを立てることに

より親しみやすくした点。 

 NPO 法人かけがわランド・バンクのホームページで公開（pdf 版はﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可） 

https://kakegawa-lb.jp/press_release/2599/ 

 

※都道府県、市町村ごとに条例の制定、関連法規の解釈の違いが考えられるので近くの行政庁と確認

しながら使用してください。 

 

資料６（創業マニュアル目次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ セミナー開催による啓発活動 

前項の２‐（２）事業の取り組み詳細 ⑦でも示したように、セミナー開催で、多くの方の民泊への

取り組みへの意欲の向上、啓発へとつなげる事ができた。 

意識の高い、創業希望者が多く、セミナー後の交流会で新しいつながりが出来そうな動きとなった。 

一番の成果は、セミナー参加者の中から、創業希望者が手を挙げてくれ、創業に向け物件紹介などサ

ポートの動きが始まっている点。Ｒ２年度の創業を目指す。 

協議会設立も含め、横連携を強めていきたい。 

 

資料 1 

 

 

 



３．評価と課題 

① 民泊事業公開 

この項目自体は当初の計画には含んでいなかったが、作業を進めるうえで、民泊自体が一般的に事業

としてわかりにくい点がある為、民泊への理解を促す為に、急遽実践者の情報公開へと動いた次第。 

新規に民泊の創業を考える者にとって、すでに実践している地域の事業者の情報は、とても参考にな

ったと思われる。予定の２名の取材、公開を果たすことが出来たが、その効果を数値で測るのは難し

い。 

取材には、フリーランスのライターを活用したが、新しい働き方や、仕事観に対し柔軟な発想を持ち

合わせているため、取材も第３者目線でありながら、事業者のこだわりの部分や苦悩などもわかりや

すく表現されており、メンバー内で取材する事では生まれない、生きた記事になっている。今後も市

内だけでなく近隣への取材を拡げて接点を持つことで協議会設立へと進めることも視野に入れたい。 

② 空き家調査・意向調査 

昨年度の事業で作成した空き家調査マニュアルを活用し、民泊に利用できそうな空き家を中心に空き

家調査を行った。空き家調査自体は、地域の協力もあり滞りなく終了することが出来たが、掛川市と

当初の空き家調査の受入れ地域側の連携がうまく取れず、予定していた空き家調査地域から変更が余

儀なくされる事態となった点が問題であった。行政側に交渉をまかせきりにしてしまう事で、当初の

スケジュール通りには進まなくなり、後手後手の動きとなった点は、今後の活動でも十分に生かして

いきたい。問題の解決方法としては、協働する場合でも、ある程度主導を民間側で動かしながら、ス

ケジュール感をもって活動していく事が大事で、行政とはそれぞれの得意な点での協働で進む計画と

することが必要と痛感した。（行政の方は、非常に忙しいので新たな依頼が難しい） 

意向調査の面では、空き家所有者へ民泊利用も含む賃貸、売却などの意向を伺うとともに、ホームペ

ージへの掲載の意思を確認したが、個人情報の取扱いに関する同意も改めてとる動きとなり、無駄に

時間や手間をかけてしまう事になった。次回以降は、意向調査と同時に、ホームページ掲載、個人情

報の取扱いの同意まで含め 1 回で作業終了できるよう組み立てたい。 

③ 空き家情報公開 

意向調査の結果を踏まえ、物件所有者の同意を得たものからホームページで掲載をはじめている。 

掛川市では全国版空き家バンクに参加していないため、掛川市の空き家バンクの役目もこのホームペ

ージが果たす場となる。掲載にあたっては、不動産物件紹介サイトを参考に、閲覧者が必要と思われ

る最低限の情報と画像のみ表示するものとし、詳細はクリックする事で閲覧できる内容にて制作した。

（ホームページの制作は本事業費に含まず） 

公開後、問い合わせは増加し、掲載希望の問い合わせも増えていることから、一定の効果は上がって

いるものと考えている。 

課題としては、当初、事務作業者が不慣れなため、掲載にあたり必要情報のとりまとめに時間がかか

り、掲載まで時間がかかってしまう事があった点。また、掲載にあたり、売却希望額や賃貸希望額が

明記されていると閲覧者からも反響を得やすいが、当初は、所有者の希望額に対して、地域の相場観

を応える体制が出来ておらず、調整に時間がかかってしまった点がある。いずれも現在は、精通した

メンバー（不動産業者）を担当者としておくことで、事務職員の掲載のサポートを行う事ができ、そ

の結果、掲載スピードあげることが出来るとともに、閲覧者が欲しい情報を掲載できる体制ができた。

また、行政側とも連携する事で欲しい情報の取得（登記簿等）に時間がかからない体制も構築できた。 

④ 民泊創業マニュアル作成・公開 

民泊創業マニュアルの作成に当たっては、関連する法規（旅館業法、民泊新法、国家戦略特区）の洗

い出しや、静岡県の独自規定など、下準備に多くの時間を要した。行政の窓口もそれぞれである為、



取りまとめには困難をきたし、作業が止まってしまう事もあった。最終的には膨大な資料をまとめる

事にこだわらず、初心に立ち返り、新規の創業希望者が、情報を整理する際に役立つものとして作成

した。キャラクターを立ててわかりやすい表現に徹する事で、とっつきにくい関連法規の全体像を理

解しやすくした点は、評価できると思っている。達成度としては、目標に達していると評価する。 

併せて建築チェックリストを作成したが、こちらも関連する法規（建築基準法、消防法、都市計画法、

民泊新法）が広く整理する事から始めたが、ケースバイケースという事が多く、一元的にまとめた表

現は、困難を極めた。また、法規以外にも耐震性の確認、向上など盛り込みたい内容も多くあった。

こちらも初心に立ち返り全てをチェックする機能はあきらめ、初期の建物選びに役立つことに特化し

作製をする事とした。イメージは病院で最初に書く問診票のように簡易なものにしようという事で、

民泊問診票と名付けた。達成度は、当初目標としていた民泊を創業するための建物改修費用の目安が

わかる資料まで盛り込めなかったので、50％程度。今後、実際の創業までのサポートを通じて得る実

践の情報から、かかる費用を抽出し、費用目安としてまとめ上げたいと考えている。 

このマニュアル作成の為に動いた担当者が、各行政とのやり取りの中で関係性が構築でき、ネットワ

ークが出来たこと、情報整理の中で担当者の知識量が上がったことが大変大きな成果といえる。マニ

ュアルにも掲載した相談窓口の建築士 3 名は、今後、実践の中で更にスキルアップが図られることを

期待できる。その先の課題は、創業までのサポートを全て無償でできないので、創業までのスキーム

をしっかり作り上げどの部分を無償で行い、どこから士業としてサポートして行うかを明確にするこ

とであると考える。その為にも実践あるのみ。 

⑤ 事業者募集 

⑥ 所有者募集 

セミナーへの誘致をかねて、事業者・所有者の募集とした。今回は、予算取りを行っていなかった為、

手弁当でのチラシ作成及び広報活動となった。 

具体的には５００枚のチラシを作成し、手配りにて配布を行うこと、チラシを画像化してＳＮＳで広

める事を実施した。セミナーの参加者は目標５０名に対して４５名であり、達成率９０％であった。

またチラシ枚数に対して考えると反響率９％と驚異の数値であったが、実際には終了後のアンケート

によるとＳＮＳでの情報の入手が多い状況だった。 

セミナー参加者は、もくろんでいた近隣の空き家所有者は少なく、事業者の参加が多い状況で、実際

にはＳＮＳで知った近隣市町村からの事業者が多い状態であった。空き家所有者は高齢であることが

多い為、ＳＮＳ以外の告知手法を行わないと届かないことがうかがえる。 

課題としては、ＳＮＳやチラシの折り込み、ポスティングなどの多面的な広告費用を見込んでおくこ

と。十分な準備期間を設定する事。予算があればもちろん広告を打つ事が可能になり効果があがるが、

予算がなくとも準備期間があれば、高齢者にも届きやすい、行政からの告知や広報に載せていただく

事も可能になる為、スケジュールの早めの設定が必要であった。 

⑦ 民泊事業セミナー 

セミナー自体は、内容の濃い良いもので開催できた。 

民泊実践者のまちやど型、中山間地型、副業型とそれぞれのスタイルに違いがある 3 者の実績に基づ

く話は、新規創業者にとって、また行政の担当者にとって、空き家の所有者にとっても未来につなが

るリアル実践例として受け止めて頂けた。終了後のアンケートからも内容に満足する意見を頂けた。 

参加者の中には、これから事業を創業したいという新規の創業者が多くいた為、セミナー終了後の交

流会の参加率も高く、講師への直接の質問も終了時間間際まで続き、良い雰囲気で終了することが出

来た。 

課題としては、このセミナー参加者の交流を深める今後のコミュニテイを準備していなかったこと。



大変盛り上がるメンバーでもあったため、その場でＳＮＳグループなど交流場所となるものを準備し

ておくべきだったと反省している。ただ、ほとんど連絡先を残していただいているため、連絡会のよ

うな気軽に情報交換できる場をこれから作りたいと考える。 

成果としては、このセミナー参加者の中から実際にまちやど型で民泊を創業したいという方が現れ、

現在、創業へのサポートが始まったことがある。今後、確実に創業し自立運営できるよう、支えてい

きたい。 

 

４．今後の展開 

 今年度事業で、民泊創業の土台作りができたと据えている。 

次年度は実際に民泊事業を創業するまでをサポートする事で、民泊創業支援のスキルを確立する事を目指したい。

具体的には、まちやど型の民泊事業を当団体で立ち上げる事とする。 

また、その内容を体系化する事で、今回活動する中でつながった、新規の創業希望者の支援、事業者同士の連携

及び協議会の設立の推進などのサポート事業も行う事も視野に入れて活動を行う。 

 

更にその先には、 

暮らすところ（空き家を使った民泊事業）  本事業 

働くところ（空き家を使ったコワーキングスペースから仕事を発信） 現在進行中 

繋がるところ（まちに住み、まちの住民と繋がる） コミュニティの形成 

がそろう事で、都心からの移住者の受入れに繋げたい。 

空き家問題の解決から、地域を活性化させるのが最終目的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業主体概要・担当者名 

設立時期 平成３０年２月 

代表者名 丸山勲 

連絡先担当者名 酒井朋美 

連絡先 
住所 〒436-0093 静岡県掛川市連雀 1-8 

電話 0537-64-3121 

ホームページ http:// kakegawa-lb.jp 

 


